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この冊子は、日本女子大学 家政学部住居学科の
学生の視点から、雑司ヶ谷の魅力を紹介する
ために、雑司が谷未来遺産推進協議会の活動の
一環として作成したものです。
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目
白
駅
の
魅
力

　

現
在
は
、
目
白
庭
園
、
自
由
学
園
明
日
館
へ
の

案
内
サ
イ
ン
設
置
に
向
け
て
、
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

  

目
白
庭
園
、
明
日
館
と
も
に
住
所
は
「
雑
司
ヶ

谷
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
、
雑
司
ヶ

谷
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
範
囲
は
現
在
よ
り
も
広

く
、
二
つ
の
施
設
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。「
雑

司
ヶ
谷
」
の
文
化
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
協
議
会
の
想
い
に
よ
り
、
雑
司
ヶ

谷
の
未
来
遺
産
と
し
て
、
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も

ら
う
べ
く
、
サ
イ
ン
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

  

目
白
駅
周
辺
と
、
互
い
を
結
ぶ
道
へ
の
設
置
を

計
画
中
で
Ｊ
Ｒ
や
区
と
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

今
後
の
案
内
サ
イ
ン
設
置
拡
大
に
期
待
し
た
い

で
す
。

案内サインを設置しました
案内サイン設置の様子

　

住
民
と
来
街
者
が

使
用
す
る
道
を
棲
み

分
け
る
た
め
、
歴
史

的
建
造
物
（
未
来
遺

産
）
を
つ
な
ぐ
、『
雑

司
ヶ
谷
の
歴
史
と
文

化
を
た
ど
る
道
』
の

設
定
と
案
内
サ
イ
ン

の
設
置
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。  

昨
年
、

本
格
的
に
設
置
が
行

わ
れ
、
雑
司
ケ
谷
霊

園
と
旧
宣
教
師
館
へ

の
案
内
サ
イ
ン
が
計

７
か
所
、
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

雑
司
が
谷
未
来
遺
産
推
進
協
議
会
で
は
、
案
内
サ
イ
ン
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
雑
司
ヶ

谷
は
住
宅
地
と
観
光
地
両
面
の
顔
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

案内サインとこれから
目白庭園・自由学園明日館

　

雑
司
ヶ
谷
の
ま
ち
に
は

こ
の
よ
う
な
案
内
板
が
多

く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
を
歩
い
て
、
ぜ
ひ

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲新たな案内サイン設置に向けた話し合いの様子

▲実際に設置された案内サイン

▲案内サイン設置時の様子 (左右ともに )
ポ
ー
ル

銀
鈴
の
塔

目
白
駅
前横断

歩
道

　

文
芸
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
は
、

鈴
木
三
重
吉
に
よ
っ
て
主
宰
さ

れ
、
著
名
な
作
家
や
詩
人
の
協

力
に
よ
っ
て
児
童
文
学
の
基
礎

と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
い
鳥
社
兼
鈴
木
三
重

吉
宅
が
現
在
の
目
白
三
〜
十
八

丁
目
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
目

白
に
は
、「
赤
い
鳥
」
に
ち
な

ん
だ
施
設
が
複
数
あ
り
ま
す
。

　

目
白
駅
舎
の
改
札
上
部
に
は

大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ

り
、
そ
こ
に
美
し
い
花
々
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

目
白
駅
を
出
て
右
手
に
、
高

い
ポ
ー
ル
が
立
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
の

ポ
ー
ル
は
、
一
九
六
四
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
、
国

旗
を
揚
げ
る
た
め
に
国
立
競
技

場
に
立
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

目
白
駅
を
出
て
左
手
に
は
、

「
銀
鈴
の
塔
」
が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
時
間
に
な
る
と
、
近
く

の
東
京
音
楽
大
学
さ
ん
が
提
供

し
た
音
楽
が
流
れ
ま
す
。
目
白

駅
の
駅
長
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
協
力
し
、
タ
イ
ル
の

色
ま
で
全
て
決
め
て
作
っ
た
も

の
で
す
。
一
体
と
な
っ
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
利
用
者
が
非
常
に

多
く
、
朝
に
は
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
で
す
。

▲銀鈴の塔

▲目白駅のステンドグラス

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

　

目
白
駅
を
出
て
右
側
、
ト
ラ
ッ
ド

目
白
前
の
横
断
歩
道
は
、
昨
年
作
ら

れ
ま
し
た
。
以
前
ま
で
は
、
目
白
駅

か
ら
ト
ラ
ッ
ド
目
白
に
行
く
に
は
遠

回
り
を
し
て
横
断
歩
道
を
渡
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
不
便
で
し
た
。

新
し
い
横
断
歩
道
を
新
設
す
る
に
あ

た
っ
て
、
大
き
な
樹
木
が
邪
魔
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
植
栽
の
問
題

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
歩

道
の
一
部
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
、

歩
行
者
が
通
る
幅
を
確
保
し
、
新
た

な
横
断
歩
道
の
新
設
に
成
功
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ち
の
植
栽
を
守
り
つ
つ
、
歩
行

者
の
動
線
を
考
え
抜
く
こ
と
で
現
在

の
目
白
駅
の
風
景
が
作
ら
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。

▲国旗を掲げるためのポール

　（文責　河内 彩夏）　（文責　伊藤 朱音）

▲現在の目白駅前横断歩道
▲実際に設置された
　　路面の案内サイン

　

目
白
駅
を
出
る
と
、
駅
前
広

場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
毎
日

多
く
の
人
が
通
る
こ
の
広
場
で

す
が
、
実
は
こ
の
広
場
は
目
白

駅
、
豊
島
区
、
東
京
都
の
境
目

が
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。
足
元

を
よ
く
見
る
と
、
地
面
の
模
様

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
は
ず
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
足

元
を
見
な
が
ら
目
白
駅
前
広
場

を
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

p.1　　p.2

赤
い
鳥



目
白
通
り
の
景
観

　

目
白
駅
を
出
て
、
目
の
前
に
広
が
る
大
通
り
が
「
目

白
通
り
」
で
す
。

　

目
白
駅
、
雑
司
が
谷
駅
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
、
普
段

か
ら
利
用
頻
度
の
高
い
道
で
す
が
、
沿
道
の
植
栽
に
注

目
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
そ
し
て
皆
さ
ん
は
目
白

通
り
を
通
る
と
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
？

　

こ
こ
で
は
目
白
通
り
沿
い
の
植
栽
と
景
観
に
つ
い
て
、

学
生
が
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
含
め
て
考
え
ま
す
。

常緑低木
サツキ

常緑低木 イヌツゲ

フェンスを
セットバック

常緑低木 アセビと
カンツバキの混垣

大谷石 笹石

安山岩布積み

囲障

生垣

学習院大学
囲障と生垣の 2種類で植栽が構成されています。

複数の手法を利用することで、大学にふさわしい植栽で、まちに面しています。

目白小学校
もとは植栽がなく、フェンスで仕切られただけ
の質素な景観だったそうです。しかし、フェンス
をセットバックさせ、そこに植栽を植えることで、
歩行者にゆとりを持たせることができるように
なりました。
　今では緑豊かな歩道に生まれ変わっています。

布積みの安山岩の
上に大谷石の笹石
が積まれた高垣と
なっています。

　イヌツゲ、アセビ、カンツバキ
が植えられています。
　アセビとカンツバキは、混垣
となっています。2種類以上
の植物を植えることで、2種が
競争し合いながら成長し、隙間の
ない状態となるのです。
　ちょうど人の目線の高さに植える
ことで、防犯効果が期待されます。

　イヌツゲ、アセビ、カンツバキ
が植えられています。
　アセビとカンツバキは、混垣
となっています。2種類以上
の植物を植えることで、2種が
競争し合いながら成長し、隙間の
ない状態となるのです。
　ちょうど人の目線の高さに植える
ことで、防犯効果が期待されます。

　イヌツゲ、アセビ、カンツバキ
が植えられています。
　アセビとカンツバキは、混垣
となっています。2種類以上
の植物を植えることで、2種が
競争し合いながら成長し、隙間の
ない状態となるのです。
　ちょうど人の目線の高さに植える
ことで、防犯効果が期待されます。

常緑高木
ウバメガシ

　

目
白
小
学
校
と
学
習
院
大
学

は
、
目
白
通
り
を
挟
ん
で
向
か

い
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
目
白
通
り
沿
道
に
は
、

銀
杏
並
木
が
続
き
、
秋
に
な
っ

て
黄
色
く
染
ま
る
様
子
が
非
常

に
魅
力
的
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
植
栽
と
銀
杏
を
横

目
に
、
温
か
な
陽
を
浴
び
な
が

ら
目
白
通
り
を
散
歩
す
れ
ば
、

素
晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
何
気
な
く
通
っ
て
い
た

目
白
通
り
の
景
観
は
意
図
的
に
作

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
学
び
、
こ
れ

が
私
た
ち
の
空
間
を
豊
か
に
し
て

い
た
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

目
白
小
学
校

学
習
院
大
学

おすすめスポット

　

都
市
の
中
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
自
然
や
伝
統

に
触
れ
合
う
場
と
し
て
、
平
成
二
年
に
開
設
さ

れ
た
施
設
で
す
。

　

こ
の
施
設
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
の
が
、「
赤

鳥
庵
」
と
呼
ば
れ
る
平
屋
建
て
の
数
寄
屋
建
築

で
す
。
こ
こ
で
は
、
茶
道
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
地
域
住
民
間
の
交
流
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

数
寄
屋
建
築
な
ら
で
は
の
質
素
で
落
ち
着
い

た
意
匠
が
日
本
庭
園
に
溶
け
込
み
、
こ
こ
が
都

会
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
な
空
間
で
す
。

六角浮き見堂の頂部の
飾りは、「赤い鳥」をイ
メージした益子焼です。
ここから庭園の様子を
一望でき、四季折々の
変化を楽しむことがで
きます。

「赤鳥庵」という名称は、
文芸雑誌「赤い鳥」にち
なんでいます。
ここにかかっている額
は、「赤い鳥」の主宰者、
鈴木三重吉の長男・珊吉
によるものです。
（赤い鳥についての詳細
は p.1 参照）

目白庭園　

　

こ
こ
は
駅
の
す
ぐ
横
に
踏
切
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
列
車
が
駅
に
到
着
す
る

と
、
出
発
す
る
ま
で
踏
切
が
閉
じ
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
都
内
で
は
地

下
鉄
が
多
い
た
め
、
列
車
全
体
を
こ
れ

だ
け
長
い
時
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
都
電
荒
川
線
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
。

　

た
っ
た
二
両
の
可
愛
ら
し
い
都
電
荒

川
線
を
思
う
存
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

新
鮮
な
体
験
が
で
き
る
踏
切
は
、
下
町

の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都電荒川線鬼子母神前駅

　（文責　河内 彩夏）

　（文責　伊藤 朱音）

　（文責　大谷 優理奈）

歩
道

歩
道

生垣 囲障

p.3　　p.4



拝殿

相の間

本殿

鬼
子
母
神
堂

住
居
学
生
か
ら
み
た

　

鬼
子
母
神
堂
は
、
永
禄
四
年
（
一
五

六
一
年
）
に
目
白
台
で
掘
り
出
さ
れ
た

鬼
子
母
神
像
を
、
天
正
六
年
（
一
五
七

八
年
）
に
安
置
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
年
）
に
は
社

殿
が
造
営
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
年
）

に
は
宮
殿
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

祀
ら
れ
て
い
る
鬼
子
母
神
は
児
女
を

護
る
善
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
子
宝
や

安
産
な
ど
が
祈
願
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
に
は
樹
齢
七
百
年
ほ
ど
の
銀
杏

の
巨
木
が
あ
り
、
触
れ
る
と
子
を
授
か

る
と
い
う
話
か
ら
「
子
授
け
イ
チ
ョ
ウ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

《
近
年
の
鬼
子
母
神
堂
の
事
績
》

〇
昭
和
三
十
五
年
二
月

　

東
京
都
有
形
文
化
財
に
指
定

〇
昭
和
五
十
一
〜
五
十
四
年

　

解
体
・
江
戸
時
代
の
姿
に
復
元
修
理

○
平
成
二
十
八
年
七
月

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

　
『
雑
司
ケ
谷
鬼
子
母
神
堂 : 

雑
司
ケ
谷
鬼
子
母
神
堂

開
堂
三
百
五
十
年
・
重
要
文
化
財
指
定
記
念
』
に
よ

る
と
、
鬼
子
母
神
堂
は
「
拝
殿
」「
相
の
間
」「
本
殿
」

の
三
つ
の
建
物
で
構
成
さ
れ
る
権
現
造
り
で
建
て
ら
れ
、

異
な
る
意
匠
と
造
形
を
備
え
た
複
合
建
築
で
す
。

　

護
国
寺
か
ら
雑
司
ヶ
谷
一
帯
は
、
東
京
大
空

襲
の
際
に
周
り
が
焼
け
野
原
と
な
る
中
、
奇

跡
的
に
火
災
か
ら
免
れ
た
地
で
し
た
。

　

住
職
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
は
天
皇

家
の
墓
地
が
近
く
に
あ
り
、
一
瞬
爆
弾
を
落
と

す
の
を
や
め
た
た
め
焼
け
ず
に
す
ん
だ
そ
う
で

す
。
飛
行
機
は
墓
地
前
の
地
帯
を
避
け
る
よ

う
に
航
行
し
た
た
め
、
現
在
の
よ
う
な
墓
地

前
の
地
帯
が
帯
上
に
残
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
は
地
域
の
焼
け
残
り
を
鬼
子

母
神
の
恩
恵
と
み
な
し
、
奇
跡
の
地
と
呼
ん
で

き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
後
世
に

残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
月
二
十

六
日
に
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」が
制
定
さ
れ
、

毎
年
全
国
各
地
で
文
化
財
で
の
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鬼
子
母
神
堂
で
は
、「
放
水
銃
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
堂
の
近
く
に
防
災
施
設
ポ
ン

プ
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
住
職
さ
ん
に
よ
る

と
、
火
事
に
備
え
て
百
t
の
水
が
貯
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
火
事
が
発
生
し
た
際
に
は
屋
根
の
上

か
ら
大
量
の
水
を
か
け
る
こ
と
で
、
鎮
火
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
殿
は
、
豪
華
な
金
の
折
上
格
天

井
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
見
て

み
る
と
、
格
天
井
の
中
に
二
ヶ
所
だ
け

凹
ん
で
い
る
格
間
が
あ
り
ま
す
。
住

職
さ
ん
に
よ
る
と
、
以
前
は
線
香
を

焚
く
た
め
の
空
気
の
流
れ
道
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
重
要

文
化
財
の
指
定
に
よ
っ
て
火
気
厳
禁

に
な
っ
て
か
ら
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
近
年
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
そ
の
格
間

を
利
用
し
て
換
気
扇
を
設
置
し
、
最

大
限
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
訓
練
の
流
れ
》

事
前
避
難

　
　

←

絵
馬
や
仏
像
な
ど
を

持
ち
出
す

　
　

←

初
期
消
火
を
行
う

　
　

←

放
水
銃
に
よ
る
消
火

　

本
殿
内
で
は
、
細

部
の
装
飾
に
安
芸
地

方(

現
在
の
広
島
西

部)

の
特
徴
を
持
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、

大
名
家
に
よ
る
寺
社

造
営
状
況
や
幕
府
に

よ
る
建
築
規
制
へ
の

対
応
も
み
ら
れ
、
江

戸
時
代
の
寺
社
造
営

の
実
像
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 重

要
文
化
財
の
指
定

火
災
か
ら
守
る
放
水
銃

広島の大工が造る本殿現在も活用される格間

空
襲
被
害

　（文責　若狭 澪・大谷 優理奈）

　

こ
れ
に
対
し
拝
殿
は
、
正
面
の
軒
唐
破
風
付
向
拝
や

千
鳥
破
風
、
装
飾
的
な
架
構
材
な
ど
、
江
戸
時
代
中

期
の
華
や
か
な
意
匠
で
造
ら
れ
た
礼
拝
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
本
殿
と
拝
殿
と
で
異
な
る

特
徴
を
持
つ
建
造
物
で
あ
り
、
歴
史
的
・
意
匠
的
に
評

価
さ
れ
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
七
月
に
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲東京大空襲による被害 (オレンジ部分 )と現在の地図

鬼子母神堂
雑司が谷霊園

▲消火ポンプ室

＊
本
来
、鬼
子
母
神
の
「
鬼
」
と
い
う
字
に
は
一
角
目
の
点
は
な
く
、

「
鬼
」と
い
う
字
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
常
用
漢
字
で
は
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
「
鬼
」
と
い
う
表
記
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 ▲鬼子母神堂の構成

p.5　　p.6

本
殿
内
に
入
る
と
、
数

多
く
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
立
当
時
、
江
戸

近
辺
で
は
多
く
が
楕
円
の

装
飾
で
し
た
が
、
鬼
子
母

神
本
殿
は
安
芸
な
ど
で
起

用
さ
れ
て
い
た
正
円
に
近
い

装
飾
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
職
さ
ん
に
よ
る
と
、
安

芸(

広
島
）
の
大
工
が
建

立
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
江

戸
で
流
行
し
て
い
た
よ
り

も
古
い
装
飾
が
起
用
さ
れ
、

安
芸
風
の
様
式
を
持
つ
寺

院
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

▲景観に配慮した
放水銃

当時の安芸で
使われていた形
(正円寄り)
→古い

当時の江戸の
流行りの形
(楕円寄り)
→新しい

参
考
文
献
　『
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
：
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂

　
　
　
　
　  

開
堂
三
百
五
十
年
・
重
要
文
化
財
指
定
記
念
』

　
　
　
　
　
威
光
山
法
明
寺
近
江
正
典
編
集
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
六
年



雑
司
が
谷
公
園
カ
フ
ェ

　

普
段
は
、
静
か
な
雑

司
ヶ
谷
の
街
で
す
が
、

御
会
式
大
祭
が
行
わ
れ

る
三
日
間
は
、
一
年
の

中
で
も
最
も
熱
気
に
包

ま
れ
る
期
間
で
す
。

　

御
会
式
大
祭
は
、
毎

年
十
月
十
六
日
か
ら
十

八
日
に
か
け
て
盛
大
に

行
わ
れ
る
伝
統
の
あ
る

行
事
で
す
。
そ
の
歴
史

は
古
く
、
享
和
・
文
化

文
政
の
頃
か
ら
続
い
て

い
る
そ
う
で
す
。
白
い

和
紙
の
花
を
一
面
に
付

け
た
高
さ
三
〜
四
メ
ー

ト
ル
の「
万
灯
」を
持
ち
、

太
鼓
な
ど
を
叩
き
な
が

ら
鬼
子
母
神
ま
で
ゆ
っ

く
り
と
練
り
歩
き
ま
す
。

講
社
に
よ
っ
て
万
灯
や

半
纏
に
特
徴
が
あ
り
、

ず
っ
と
見
て
い
て
も
飽

き
ま
せ
ん
。

　

各
日
、
約
二
時
間
を
か
け
て
ま

ち
を
練
り
歩
き
、
鬼
子
母
神
堂
に

向
か
い
ま
す
。
祖
師
堂
前
で
講
社

ご
と
に
披
露
さ
れ
る
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
纏
（
ま
と
い
）
を
用
い
た
力

強
い
舞
い
が
見
ら
れ
、
万
灯
練
り

供
養
で
ひ
と
き
わ
盛
り
上
が
っ
た

場
面
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
十
七
日
に
日
本
女

子
大
学
か
ら
四
人
の
学
生
が
御
会

式
大
祭
に
参
列
し
、
行
列
の
先
頭

で
、高
張
持
ち
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

提
灯
は
想
像
以
上
に
重
く
、
二

人
で
高
さ
を
合
わ
せ
て
歩
く
の
が

大
変
で
し
た
。先
頭
を
歩
く
の
は
、

責
任
感
が
あ
り
、
緊
張
し
ま
し
た

が
、貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 　（文責　横田 茜）　

　（文責　小野 詩織）　

　

雑
司
が
谷
公
園
内
に
あ
る
カ

フ
ェ
『
丘
の
上
カ
フ
ェ
』
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
丘
の
上
カ

フ
ェ
で
は
地
域
の
交
流
拠
点
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
昨
年
の

七
月
か
ら
住
居
学
科
の
学
生
が

月
替
わ
り
で
ド
リ
ン
ク
販
売
・

イ
ベ
ン
ト
企
画
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
毎
月
第
三
土
曜

日
に
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
雑
司
ヶ
谷
の
魅
力
を
伝

え
る
カ
ル
タ
づ
く
り
や
デ
ン

マ
ー
ク
留
学
経
験
者
に
よ
る

ア
ー
ト
作
品
展
示
な
ど
地
域
の

魅
力
や
学
び
を
生
か
し
た
企
画

を
実
施
し
ま
し
た
。
私
自
身
も

カ
フ
ェ
運
営
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
雑
司
が
谷
公
園
が
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
公
園
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
自
分
ご
と
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
様
々
な
企
画
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
丘
の
上

カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
遊
び
声
の
大
き
さ
と

騒
音
の
認
識
に
関
す
る
考
察　
　

修
士
一
年
吉
武
美
智

近
隣
住
民
の
雑
司
々
谷
霊
園
利
用
の
変
化　

学
部
四
年
大
西
明

　

開
園
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
雑
司
ケ
谷
霊
園
を
対
象
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
空
間
利
用
が
さ
れ
て
い
る
か
、
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
献
調
査
か
ら
、
御
鷹
部
屋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、

開
園
後
も
徐
々
に
敷
地
の
拡
張
を
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
、
過
去
と
現
在
の
利
用
を
比
較
す
る
と
、

野
球
や
凧
揚
げ
な
ど
の
遊
び
場
か
ら
、
散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、

移
動
や
滞
留
目
的
の
利
用
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

雑
司
ケ
谷
霊
園
は
、
子
供
時
代
の
思
い
出
が
残
る
場
所
で
あ
り
、

生
活
空
間
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
園
と
周
辺

の
住
宅
の
高
低
差
な
ど
、

ま
ち
の
構
造
と
住
宅
の

配
置
の
関
係
も
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
図

に
示
す
よ
う
に
、
公
園

と
住
宅
に
高
低
差
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
静

か
な
環
境
が
求
め
ら
れ

る
寝
室
や
勉
強
部
屋
に

音
が
入
り
込
み
や
す
く
、

騒
が
し
く
感
じ
る
場
面

が
増
え
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
声
に
近
隣
住
民
か
ら
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
実
態
か
ら
、
よ
り
良
い
子
ど
も
の
外
遊
び
環
境

に
向
け
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
雑
司
が
谷
公
園
に
て
騒
音
計
を
用
い
て
音
の
測
定

を
行
っ
た
結
果
、
子
ど
も
の
声
は
大
き
く
は
あ
る
も
の
の
風
や

交
通
音
と
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
な
ぜ
子
ど
も
の

声
が
騒
が
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
か
を
文
献
調
査
に
よ
り
考
察
し

ま
し
た
。
背
景
の
一
つ
に
、
子
ど
も
の
声
は
大
人
と
比
べ
非
常

に
高
く
、
人
間
の
耳
に
よ
く
聴
こ
え
や
す
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

公
園
内
の
施
設
の
配
置
や
開
設
場
所
の
選
定
な
ど
、
公
園
の

計
画
を
工
夫
す
る
こ
と
も
問
題
の
改
善
の
手
が
か
り
に
な
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

銀杏を
ベースに見立てて
野球をする

研究内容紹介

▲10月に行なった雑司ヶ谷のカルタづくり企画▲1月に行なった『丘の上テラスでのHygge な時間』
学生がデンマーク留学で作った作品展示・プラバン
工作の様子

p.7　　p.8

御
会
式
大
祭

体
験
記

参
考
文
献
豊
島
区
HP
よ
り

https://w
w
w
.city.toshim

a.lg.jp/132/b
unka/kanko/m

oyoshi/aki/009732.htm



学
生
作
品
紹
介

路
地
で
つ
な
が
る　

　

学
部
二
年
東
江
萌
花

　

全
十
戸
の
住
戸

と
二
つ
の
店
舗
は
路

地
を
挟
ん
で
配
置
さ

れ
る
。
路
地
は
通
路

と
し
て
の
役
割
の
ほ

か
、
通
風
や
採
光
に

も
役
立
ち
、
さ
ら
に

は
半
屋
外
空
間
と
し

て
室
内
空
間
の
延
長

と
し
て
も
利
用
さ

れ
る
。
自
分
だ
け
で

使
う
路
地
や
隣
の
家

族
と
共
用
す
る
路
地

が
混
在
し
、
生
活
の

様
子
が
外
に
も
滲
み

出
す
空
間
を
目
指
し

た
。

『
街
と
く
ら
す
、
21
人
の
た
め
の
家
』

鬼
子
母
神
参
道
に
面
し
た
敷
地
を
用
い
て
、
街
の
人
々
と
共
に
く
ら
す
、

地
域
と
つ
な
が
り
、
地
域
に
開
か
れ
た
集
合
住
宅
の
設
計

　

敷
地
を
挟
む
鬼
子
母
神
表
参
道
と
商
店
街
か
ら
さ
ら
に
細
い
路
地

が
の
び
、
高
密
に
住
宅
が
広
が
っ
て
い
く
周
辺
の
様
子
に
魅
力
を
感

じ
、
敷
地
の
中
に
も
路
地
を
引
き
込
み
た
い
と
考
え
た
。

曲
線
で
つ
な
が
る　

学
部
二
年
佃
菜
帆

　

三
住
戸
は
一
つ
の
Ｒ
壁
で
緩
や
か
に
つ
な
が
り
、
ガ
ラ
ス
で
空
間

を
隔
て
て
い
る
。Ｒ
壁
に
沿
わ
せ
な
が
ら
緩
や
か
に
レ
ベ
ル
差
を
つ
け

る
こ
と
で
、
空
間
に
変
化
を
つ
け
な
が
ら
居
場
所
を
作
り
出
す
こ
と

が
可
能
に
な
る
。Ｒ
壁
を
外
部
へ
と
拡
張
し
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
と
と
も

に
外
部
と
室
内
の
境
界
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
内
外
を
融

合
す
る
空
間
を
構
成
し
た
。

『
都
市
の
中
の
棲
家
』

　

曲
線
と
直
線
の
交

わ
り
に
よ
り
、
特
定

の
機
能
を
意
図
し
な

い
恣
意
的
空
間
が
生

ま
れ
住
ま
い
方
に
個

性
を
見
出
す
。Ｒ
の
共

有
壁
は
住
戸
間
で
の

視
線
や
採
光
等
を
調

整
し
、
適
度
な
距
離

間
と
落
ち
着
き
を
検

討
。
不
確
定
な
機
能

を
持
つ
Ｒ
壁
と
直
線

の
空
間
に
よ
り
探
求

性
の
あ
る
住
ま
い
を

構
築
し
た
。

雑
司
ヶ
谷
の
敷
地
を
用
い
て
、
独
立
し
て
生
活
す
る
ひ
と
り
の
た
め
の

異
な
る
住
宅
３
つ
が
集
ま
り
生
ま
れ
る
豊
か
な
住
空
間
の
設
計

ウ
チ
と
ソ
ト
が
馴
染
む
家　

学
部
一
年
木
田
栞　

　

こ
の
敷
地
は
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
既
存
の
木
が
二
本
立
っ
て
い
る
点

や
街
中
に
位
置
し
て
い
る
点
、Ｌ
字
型
に
路
地
に
面
し
て
い
る
点
等
が

特
徴
的
で
あ
る
。
家
庭
菜
園
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
閉
じ

て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
保
ち
、
住
宅
と
し
て
の
機
能
を
備
え
な
が
ら
も

屋
上
ま
で
続
く
動
線
の
中
に
開
け
た
畑
を
設
け
た
。
都
市
の
中
で
家

庭
菜
園
を
行
い
、
近
隣
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
な
内
と
外
両
方
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
家
を
設
計
し

た
。

『
庭
の
あ
る
家
』

　

外
部
空
間
の
吹
き
抜
け
は
、

雨
水
を
貯
め
る
こ
と
で
水
撒
き

に
活
用
す
る
。
様
々
な
地
面
の

レ
ベ
ル
が
あ
る
た
め
、
菜
園
を

し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
、
一

人
で
く
つ
ろ
い
だ
り
と
マ
ル
チ

に
使
う
こ
と
が
で
き
、
ど
こ
に

い
て
も
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
空

間
を
作
っ
た
。

空
間
探
し　

　
　
　
　

学
部
三
年
新
間　

英
花

　

敷
地
は
周
辺
の
木
密
地
域
と
違
い
、
開
放
性
が
高
く
、
樹
木
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
や
す
く
、
ま
た
緑
が
多
い
こ
と
で
、

夏
に
快
適
な
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
を
生
み
出
し
や
す
い
。
自
然
光
と
緑

を
テ
ー
マ
に
設
計
を
行
っ
た
。

『
学
童
保
育
の
た
め
の
空
間
』

　

人
を
囲
み
込
む
よ
う
な
空
間
を
提
案

し
、
夏
の
場
所
と
冬
の
場
所
、
二
つ
の

居
場
所
を
く
ぼ
み
空
間
に
作
る
。

　

そ
の
空
間
を
「
居
室
」
と
し
て
配
置

し
て
い
く
。
夏
の
場
所
を
日
射
が
当
た

り
づ
ら
い
北
側
に
設
置
し
、
冬
の
場
所

は
日
射
が
当
た
り
や
す
い
南
側
に
設
置

し
た
。
室
外
は
、
夏
は
樹
木
に
よ
り
涼

し
く
、
冬
は
熱
容
量
の
大
き
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
よ
り
更
に
暖
か
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
。
室
内
は
、
夏
と
冬
で
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
が
行
い
や
す
い
よ
う
、

動
的
空
間
と
静
的
空
間
を
区
別
す
る
よ

う
な
配
置
、
三
つ
の
高
さ
の
壁
面
に
よ
っ

て
室
外
空
間
の
子
ど
も
の
遊
び
の
充
実

な
ど
に
よ
り
、
室
内
と
室
外
の
夏
冬
が

混
ざ
り
、
季
節
に
よ
っ
て
様
々
な
場
所

に
子
ど
も
達
が
自
然
に
移
動
し
た
く
な

る
よ
う
な
建
築
空
間
を
目
指
し
た
。

多
様
な
活
動
を
行
う
子
ど
も
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
心
地
い
い
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
や
子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る
設
計

雑
司
ヶ
谷
の
住
宅
地
に
設
定
さ
れ
た
敷
地
に
、
若
い
夫
婦
の
た
め
の

　
　

暮
ら
し
の
場
、
豊
か
な
住
空
間
の
あ
る
独
立
住
宅
の
設
計

ま
ち
を
敷
地
と
仮
定
し
た

▶

p.9 　　p.10


